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Amir Tsarfati 氏 中東時事アップデート 2019 年 1 月 21 日公開 

フィリピン・マニラより 

（日本時間 1月 21日午前 9時＝フィリピン・マニラ時間 1月 21日午前 8時） 

………………………………………………………………………………………………………… 

マニラ時間の 8 時です。数分前に、イスラエルはシリア国内で、大規模な攻撃を終えました。2 分前に攻

撃が本当に終了したとの確証を 受け取りました。 

私は、そのダメージについて、シリアからの報道を探しているのですが、 

そろそろアップデートを始める時間でしょうか… 

はい。時間になりました。 

皆さん、シャローム！アミール・ツァルファティです。フィリピンのマニラより、ライブを行なってい

ます。これから数時間後に、イスラエルに向けて出発します。 

現在、イスラエル北部とシリアは、非常に興味深い状況にあります。 

ダマスカス国際空港周辺で、数時間の内に、２つの異なる攻撃が行われました。 

その全てについてお話ししますが、その前に、お祈りをしましょう。 

 

お父様。あなたに感謝します。あなたは、全てを完全に支配しておられます。 

また、あなたは、これらの事に関して時代と季節を 私たちが知っているようにと願われ、 

私たちは、書いていただく必要がないほど、よく知っていますから、感謝します。 

お父様。また、あなたに感謝します。私たちは、混沌とした中、暴力の最中にあっても、非常に多くの

欺きの中にあっても、あなたの御言葉により頼むことが出来ます。あなたの御言葉は真理であり、私た

ちは、その真理によって聖別されることを願っています。 

お父様。ありがとうございます。 

あなたは、御座に着いておられ、あなたとメシアに敵対する全ての国々を笑っておられることを、私た

ちは知っています。 

お父様。感謝します。私たちはあなたの子どもとして、現在起こっている事を理解し、あなたが私たち

を迎えに来てくださる日がとても近いことで、互いに慰め合うことが出来ています。 

今朝、マニラより、また世界中のあらゆる場所から、あなたを祝福します。 

あなたを愛し、あがめます。イエスの御名によって。アーメン！ 

 

アーメン。 

フィリピンのマニラより、おはようございます。 アミール・ツァルファティです。 

とても重要なアップデート、数分前に、シリアで行われた攻撃について、皆さんにお伝えする前に、私

たちのカナダの友人全員へ、お知らせです。今、私たちのウェブサイトまたはアプリで、5 月の預言カン

ファレンスの登録がすでに行
おこな

えるようになっています。講師は私と、Jan Markell さん、Jack Hibbs 牧

師、それから Barry Stagner 牧師です。今、オンライン登録の受付が始まりました。 

座席数は、定かではありませんが、2,000 席か 3,000席、数に限りがあります。カナダのトロント郊外の

素晴らしい会場です。これについて、多くの方から問い合わせがありましたが、今、この瞬間、このア

ップデートの後に、ご登録いただけます。 
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私たちのウェブサイトのイベントページ、またはアプリより、インターネットでご登録可能です。 

 

はい、では。 

数分前に、イスラエルがシリアを攻撃しました。これは、12 時間以内で２度目の攻撃です。 

 

ダマスカス国際空港の近くに飛んで来たイスラエルのミサイル 

何があったかを、ご説明します。それについて、お話しします。 

それから、数時間前に行われた、1 回目の攻撃に対する、イランの報復についてもお話しします。また、

イランの報復に対するイスラエルの報復についてもお話しします。 

レバノンでのヒズボラの状況についても、お話しします。創設以来最も深刻な危機に直面しています。

アサドと、彼のウラジミール・プーチンとの問題、それから、ロウハーニーの自国民の必要を満たす為

の資金に関する問題についても、お話しします。 

この問題に関する話には、皆さん、きっと驚きますよ。 

また、ネタニヤフ首相のチャド訪問についても、お話しします。 

実際彼は今、帰路についていますが、この、チャドと呼ばれる面白い場所についても お話しします。 

ここは、片方をリビア、もう一方をスーダンと国境を共にしている国です。 

 

チャドの位置 

皆さん、理解できるでしょう。両方とも、エゼキエルに出てくる国です。 

それが、現在、彼らの間でイスラエルの存在が、実際に彼らを孤立させているのです。 

それからまた、ブラッドムーンについてもお話しします。これから数時間後に起こるブラッドムーンは、

実際に預言的に重要な意味があるのか？と、たくさんの人から聞かれています。ですから、旧約新約聖

書でブラッドムーンについて、聖書は何と告げているのかをお話しします。それから、トランプの和平

案に関する 偽
フェイク

ニュースについても、お話しします。残念ながら、皆さんの多くがその罠にかかっていま

す。ですから、それについてもお話しします。 
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では。 

全ては、12 時間ほど前、非常に異例の形でイスラエルの F-16、4 機が、レバノン上空を低空飛行、空対

地ミサイルを数発発射して、ダマスカス国際空港周辺の、非常に重要な標的を攻撃しました。さて、イ

スラエルは通常、日中には攻撃しません。過去には、必要に迫られて行なったことがほんの 2〜3 回だけ

ありました。しかし通常、イスラエルは、このような攻撃に対して、その責任は負いません。また、私

達は夜間に行います。私たちは、何でも夜中 3 時から 4 時の間に行
おこな

います。私たちにとっては、夜間に

攻撃する方が簡単で、不要に一般市民を巻き込み、傷つけていないことが、容易に分かるようにするた

めです。しかしながら、先ほども私は報告しましたし、これに関して、ずっと報告していますが、 

イスラエルは、物資が継続してテヘランからダマスカスへ飛来するのをずっと見ています。 

これらは、流れを変える武器の部品で、普通の武器に装着して、精巧な武器を作ります。 

それが継続して運搬されるのを、私たちは、ずっと目にしています。 

イランは、イスラエルの警告にも、アメリカの警告にも耳を貸さず、継続して 1 日に数回、その種の武

器を直行便で運んでいます。その種の武器は、地下壕に蓄えられていて、それはもちろん、イスラエル

の目から隠すためです。 

しかしイスラエルは昨日、日中に好機があると判断しました。 

武器が持ち込まれる際に門が開き、あそこが最も脆い状態になることと、また、シリアとイランは、イ

スラエルが、日中は攻撃しないと予測していることを、私たちは知っています。そこで、イスラエルは

攻撃を決意しました。イスラエルは、待たない決断をしたのです。 

日中でしたが、我々は攻撃を行い、完全に標的を破壊しました。 

約 1 時間後、イスラエルの人達が、アイアンドームがヘルモン山上空に発射され、イランの旅団が発射

した地対地ミサイルを迎撃するのを目撃しました。 

 

ヘルモン山で目撃された、シリアからのミサイルをアイアンドームが撃破 

間違いなく、そのロケットは、イスラエルが、高レベルの標的を攻撃した事に対する報復として発射さ

れたものです。イスラエルは、このような事は黙認しません。なぜなら、我々は、遊びでシリアを攻撃

しているのではありませんから。 

私たちは、シリアに何の関わりもありません。 

私たちはシリアを欲しいワケではないし、私たちは、シリアを占領することなど興味ありません。私た

ちは、始めから言っていますが、我々が、シリア国内で攻撃しているのはイランの標的であって、イラ

ンの地位確立です。なぜなら、イランが目指しているのは、シリア国内に新たに工作基地を作ることで

す。イスラエル国内のどこにでも届く、中距離から長距離ミサイルを配備した、工作用の前線基地です。 
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イランからロケットが飛んで来るなら、我々は、対応は出来るのです。我々には、それに対応する時間

がありますから。しかし、シリアから飛んで来るロケットに備える時間は、 イランからの場合の約 30

パーセントか、それ以下です。 

そのためイスラエルは、それをさせない決意をしているのです。 

そのためイスラエルは、イランが武器をヒズボラに密輸して、レバノンから発射するための働き、それ

と、彼らが、国境すぐ近くのシリア国内に、自身の基地を設置する働きの全てを攻撃する決意をしてい

るのです。 

イランは、地対地ミサイルを一発発射して、報復しました。これはまた、非常に挑発的な行為ですよ？

よく考えてみてください。彼らは、イスラエル人が多数訪れていた、ヘルモン山に向けて発射したので

す。ヘルモン山の山頂では２メートル、 下の方では約１メートルの積雪があって、数日前の猛吹雪の後、

ようやく訪問者に開かれたところでした。 

それが、想像できますか？ 

イランは、イスラエルの一般市民を標的に痛めつけようとしたのです。イスラエルの一般市民です。イ

スラエルは、これに対して長く待たない決意をし、ほんの数分前に、イスラエルは、これら、Qasem 

Soleimani 将官が率いる、イランのアルクッズ旅団の標的に対して攻撃を決行しました。 

今、私はこれを行
おこな

っていますから、標的が破壊されたかどうか、結果を正確に確認することは出来ませ

ん。 

ただ、然
しか

るべき対応がなされた事は、分かっています。 

唯一、私に言えるのは、シリア国内では、イランにとっても、ロシアにとっても事態は良い方に向かっ

ていません。 

また、イスラエルがイランの動きを破壊しているだけでなく、シリア国内の安定化は、達成には程遠く、

ロシアのシリア滞在による資金は、ロシア政府へ流れていません。 

ウラジミール・プーチンは、アサド大統領に「もうたくさんだ！」と言っています。 

「私は、もう、あなたにもあなたの国民にも、医療や食料のための資金提供をするつもりはない。あな

たには、あなたがロシアの銀行に隠している約 170 億ドルがあるのだから、自分の資金で、自分の国民

の食料や医療を提供し始めなさい。」 

皆さん、理解してください。資金がなくなれば、戦利品がなければ、ロシアもイランも、追い詰められ

たと感じています。そして、まさにこのために、シリアに戦利品がないと見た時、彼らの目はイスラエ

ルに向けられます。 

まさに、それが起こっているのです。 

それから、これまた非常に異例の形で、イスラエルがシリアを攻撃したことを確証したのは、ロシアの

国防大臣でした。まるで、彼らが主催しているかのように、まるで、彼らがシリアの主であるかのよう

に、彼らが、シリアで起こった事を伝えるかのようです。 

また、彼らは、一般市民の死者は出ていないと言います。 

それから彼らは、イスラエルの戦闘機が 4 機で、イスラエルのロケット 9 発の内、7 発が迎撃されたと言

いました。もちろんこれは、デタラメです。 

私達は、9 発よりも、はるかに多くのロケットを送りました。 

それに加えて言うなら、標的は完全に破壊されています。 
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ロシアの問題は、すべての防空システムはロシア製で、それらが、イスラエルの戦闘機も、 イスラエル

のロケットも、命中する事が出来なければ、彼らにとって恥なのです。 

だから、彼らはいつも、シリアの防空システムが大成功を収めたかのように、誇大宣言する必要がある

のです。 

しかし現実は、標的は破壊されました。そして現実は、彼らの武器は無能である事が証明されました。

これもまた、彼らが非常に不満に思っている事です。 

 

ということで、数分前にシリアで起こったことをお伝えしました。それから、数時間前にシリアで起こ

ったことを、お伝えしました。 

すでにお伝えしたように、状況がエスカレートしています。 

イスラエルが、日中堂々と攻撃していて、イランが、日中堂々と一般市民を標的に報復し、 それに対し

て、数分前にイスラエルが報復しました。非常に興味深いです。 

私たちは、さらに大規模な対立へと向かっているのでしょうか？確かに向かっています。 

私たちは、確実にそちらに向かっています。 

以前も言いましたが、これは、ロシアが統率して、イラン、トルコ、スーダン、リビアが関わる「戦争

の母」になります。 

スーダンとリビアと言えば、非常に興味深いことに、ネタニヤフ首相が、チャドという国に降り立ちま

した。チャドは、アフリカにある大きなムスリム諸国で、 北はリビア、南東はスーダンに隣接していま

す。 

想像出来ますか？ イスラエルの首相が、まさにアフリカの中心、スーダンとリビアの間に居て、全世界

の前に立って、カメラに向かって まっすぐ告げているのです。 

「イスラエルは、世界の強盛大国である。 我々は、イスラム諸国と取引しており、 我々は、周辺アフ

リカ諸国との関係を再開している。」 

ところで、ネタニヤフは次のように言いました。 

「複数の国が、この訪問を妨害しようとした。 しかし、彼らは失敗した。」 

誰が妨害したかご存知ですか？イランが、この訪問を妨害しようとしました。 トルコが、この訪問を妨

害しようとしました。ロシアまでが、チャドに、今これを行うのは賢明ではないと言いました。しかし、

チャドの大統領デビは決意しました。 

「もうたくさんだ！ 私は、軍事的にイスラエルの助けを求める。 私は、農業においてイスラエルの助

けを求める。私は、サイバーセキュリティーにおいて、イスラエルの助けを求める。私は、医薬におい

て、イスラエルの助けを求める。私には、イスラエルが必要なんだ。私の国にも、国民にとっても、何

の助けにもならない全ての反イスラエル主義イスラムのプロパガンダには、もう、うんざりだ。」 

よく考えてみてください。 

これによって、リビアとスーダンは、さらに激怒することになります。 

彼らのすぐ側で、まさに今、イスラエルの足跡が置かれているのです。 

イスラエルが、国旗を立てているのです。 

あちらで、チャドの大統領と、イスラエル首相の真後ろになびいていたのは、イスラエル国旗です。
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チャドのデビ大統領（左）とネタニヤフ首相（右） 

 リビアとスーダンのど真ん中で、イスラエルは今、 何年もの時を経て、チャドと外交関係を持ち、現

在、我々は、スーダンとリビア両方の喉元に引っかかっています。 

皆さん、これは、劇的な事ですよ？よく考えてみてください。 

繰り返しますが、エゼキエル戦争で、唯一、記載されているアフリカの諸国は、クシュであるスーダン

と、それから、プテであるリビアです。 

ですから、私たちにははっきりと分かります。 

エゼキエル戦争のあの部分、 ほとんどの人は、それについて語りません。 私達は常にイラン、トルコ

と、ロシアについて語りますから。それが、我々はその部分が 形作られるのを見ているのです。これは、

ものすごい事、これは本当に驚愕します。 

ですから、これについて お伝えしておきたいと思いました。 

なぜなら、イスラエルは、継続して 世界の強盛大国に昇りつつありますから。地域の大国であることは

確実です。そして私たちは、穏健派イスラム諸国がどんどん我々の側に付く方を選ぶのを目にしていま

す。 

 

次に、マレーシアの首相による、反イスラエル的口撃に並行して、彼は、マレーシアのクアラルンプー

ルで開催されるパラ水泳大会のための、イスラエルの水泳選手のマレーシア入国を禁止しましたが、そ

こへ、マレーシアの報道機関が、２日前に声明を発表して、 

自身の政府に対して、反イスラエル主義的な口撃と対応を止めるよう、呼びかけました。 

そしてついに、イスラエルと和平を結びました。現在、ほとんどのスンニ派穏健諸国が行なっているよ

うに。 

「私達には、イスラエルから学ぶことがたくさんあるのだ。私たちには、イスラエルから収穫出来るこ

とがたくさんあるのだ、私たちには、イスラエルとの良好な関係から得られることがたくさんあるのだ。」

と。 

その、国内最大報道機関の一つである彼らはまた、次のように言いました。 

「イスラエルとユダヤ人は、統計的にみて、 地球上の他のどの民族よりも、多くのノーベル賞を受賞し

ているのだ。したがって、恐らく、我々が彼らから学べることが 1 つや 2 つあるはずだ。だから、彼ら

を拒絶するのでなく、支持しないか？」 

このように、アラブ諸国の口調が、どんどん変わっているのが分かります。バーレーンや、オマーンと

いった国までもが、すでに、イスラエルとほぼ完全に国交を持っています。 

それから、イスラエル首相とサウジの皇太子との会談の準備について、すでに、語られています。皆さ
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ん、これは非常に大きなことになりますよ。 

これが起こると、トルコとイランにとっては、しるしとなります。 

「よし、これまでだ。我々は、物理的にイスラエルを攻撃しなければならない。イスラエルは、我々の

周辺全体にその手を伸ばしていて、我々が中東を支配するのを邪魔しているのだから。」 

ですから、皆さん、理解しておいてください。 

現在、全速力でエゼキエルの預言成就に向かっています。私たちは、現場が整うのを見ています。そし

て、全ての事は、神が時を定めておられます。 

 

時と言えば、皆さんの多くが ブラッドムーンについて聞いているのを知っています。 スーパーブラッ

ドムーンが、あと数時間の内に始まります。 

 

天体ショー・スーパーブラッドウルフムーン 

それに関して、皆さんの多くが 質問しておられますので、 お伝えしますが、 

黙示録 6:12 と、ヨエル 2:31 の両方を読むと、分かります。 

それを読むと、ここは、主の日について語っています。 

6 つの封印について、大患難の継続期間について、語っています。 

皆さん、しっかりと読まなければなりません。黙示録 6:12 では、それらの事が起こる時、 実際には、

他にも多くの自然大災害が起こるのが分かります。 

その時、私たちはここにいません。 

それは、ブラッドムーンではありません。数ヶ月毎に、誰かがブラッドムーンを持ち出して来ますが、

ブラッドムーンは、歴史を通して、何千回と起こっています。 

そして、現在起こっているのも、興味深いですし、素敵だとしても、しかしこれは、そこまで珍しいこ

とではありません。 

月が血に変わり、太陽が暗くなる事の両方起こった時、黙示録 6 章を続けて読めば、 

空では星がどうなるのか、 世界中の山々はどうなるのか、島々はどうなるのかが分かります。これは、

大患難の最中に地球を襲う自然大災害の一部です。 

人々は、ほら穴と山の岩間に隠れて、「私たちの上に倒れかかれ！」と言うのです。 

人々は、激しい大災害のために、死にたいと思うほどになるのです。 

そこで、皆さんの質問の答えですが、確かに、あと数分後、または数時間後に、ブラッドムーンを見る

でしょう。 

しかしそれは、預言的には、それほど重要ではありません。 
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私達が、なぜ未だにこの話をしているのか、私にはよく分かりませんが、神の民は、携挙を待ち望むの

であって、ブラッドムーンではありません。ブラッドムーンも日食も、大患難の最高潮、クライマック

スの特徴である、広範囲にわたる自然大災害の一部として、起こります。しかし私たちは、大患難は経

験しません。 

ですから、皆さん全員に懇願します。二度と、この罠
わな

に嵌
はま

らないでください。 

1 年や 2 年毎に、誰かが本を執筆して大儲けをして、皆さんの多くを欺いて、そして何も起こらなければ、

落胆するのは、あなたです。彼らは、自分の銀行口座がはるかに大きくなるから、大喜びですよ。です

から、お願いします。 御言葉に留まってください。 

ヨエル 2:31 と黙示録 6:12 の両方で 語られていますので、どうか皆さん、この部分の全体を読んでくだ

さい。 

 

もう一つ、私たちのところに入っている報道を お知らせしましょう。 

ヒズボラの指導者ハッサン・ナスルッラーフは、深刻な癌のために入院しているだけでなく、彼は、イ

ランから、イラン資金横領の疑いがかけられています。皆さん、理解しなければなりません。イランの

現金入れは空っぽで、彼らは、その事が面白くないのです。 

ですから、彼らは、自分達の側の人間が盗んでいるのを見て、超不満なのです。 

私のところにある報告によれば、彼は、自宅監禁されているとのことで、そのために、長い間、彼から

一言も聞こえて来ないのです。 

イスラエルが北の盾作戦で、ヒズボラのテロトンネルを暴き始めて以来、ずっとナスルッラーフは静か

です。中東一の大口を叩く事で有名なこの男が、こんな風に沈黙しているのは、非常に異常です。 

ところで、イランは皆に言っています。 

「我々が静かだからといって、喜ぶな。イスラエルは、ライオンのしっぽに手を出してはいけない。」 

我々は、まだ、決定的な発言はしていません。イランが、最近の敗北で激怒している事は、 間違いなく、

彼らは、日夜、策略を計画中です。 

しかし彼らは、広範囲でのイスラエルに対する作戦に喜んで加担します。 

「我々は、イスラエルに対して、得点を入れた！」と、ただ言うためだけに。 

以上が、ヒズボラの問題です。 

皆さん、ご覧の通り、空っぽの現金入れは、ロシアにとっても問題で、シリアでの戦利品は、彼らに流

れて行かず、それで彼らが得する事もなければ、 彼らの空っぽの懐を満たす事もありません。 

イスラエルは、間違いなく、ロシアとイラン両方の、次の標的となります。 

そして当然、サウジアラビアが、 公
おおやけ

にイスラエルとの国交を温めれば、トルコは、間違いなく状況を利

用して、スンニ派イスラム界の真の指導者としての地位をもたらそうとします。ということで、私たち

はこの全てを目にしています。 

 

予定していたのは、これで全部だったと思います。 

これでアップデートを終わりたいと思います。皆さん、ありがとうございます。 

私のためにお祈りください。 これからまた、長時間飛行機で過ごしますから、たくさんの恵みが必要で

す。 
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繰り返しますが、カナダのカンファレンス 「Awaiting His Return/主の戻りを待ち望む」 

Barry Stagner 牧師、 Jack Hibbs 牧師、 Jan Markell さんと私とで、トロントにて行います。今、ウェ

ブサイトよりご登録いただけます。登録を開始していますので、ぜひご利用ください。比類のないカン

ファレンスになるでしょう。、皆さんには、本当に喜んでいただけると思います。今月、カリフォルニア

で行なった カンファレンスと同等のもので、今回は、愛するカナダの皆さんのために行います。周辺に

お住まいの方は、ニューヨークの皆さんも、ぜひお越しください。 

 

皆さん、ありがとうございます。 たくさんの事が起こっています。全てのことについて、お話ししまし

た。一つ、皆さんに言っておきます。 偽
フェイク

ニュースは、 偽
フェイク

ニュースです。 

“トランプの和平案”について、リークされている事は 全て、ただの 偽
フェイク

ニュースです。 

トランプの中東特使であるジェーソン・グリンブラットが、ツイッターに投稿しています。 

「全て、間違いだ。誰も知らない。」 

間違いなく、イスラエルの報道員は、和平案の内容を誰も知りません。 

二度と、その罠に陥
おちい

らないでください。お願いします。 

トランプは、エルサレムを分断しません。 そして我々は、パレスチナに国として西岸地区のほぼ全域を

与えたりしません。 

その時代は終わりました。皆さん、理解しなければなりません。 

そういった時代は、終わったのです。パレスチナ人も、それを理解しています。 

イスラエルの“ 偽
フェイク

ニュース”メディアが、人々を陥れようとしている、あの寛大な提案ですら、すでに、

パレスチナによって拒絶されているのです。 

ですから、それよりも少ない計画であれば、なおさらです。彼らは、直ちに拒絶します。 

私の中では間違いなく、パレスチナのいる中東で、和平案は絶対に不可能です。それは、絶対にありま

せん。誰も、何にも調印しません。 

仮に、何かがあるとすれば、 聖書は、戦争が起こると告げています。平和ではありません。 

平和は、戦争の結果として訪れるのです。それは、反キリストによってもたらされる平和で、そこには、

エルサレムの神殿も含まれます。それは、パレスチナにとっても 良いものではありません。イスラエル

が、神殿の丘を支配し、神殿を建てるのです。想像できますか？その和平案は、全くパレスチナ側に立

ったものではありません。 

ですから私は、エルサレムを分断しようとする働きも、パレスチナ国家を創設しようとする働きも、全

く心配していません。それは、絶対にありませんから。 

皆さん、どうかそれを理解しておいてください。リラックスしてください。 

反キリストの平和を探さず、イエス・キリストの平和を求めてください。 

 

お父様。今一度、 理解をはるかに超える平安に感謝します。 

それは唯一、平和の君によって与えられるものです。 



中東時事アップデート 2019 年 1 月 21 日公開 10 

24 主があなたを祝福し、あなた

を守られますように。 

25 主が御顔をあなたに照らし、

あなたを恵まれますように。 

26 主が御顔をあなたに向け、あ

なたに平安を与えられますように。 

（民数記 6:24～26） 

 

これこそが、私達の求める平安で

す。 あらゆる理解を超える平安、 

平和の君から来る平安です。 

イエスの御名によって祈ります。

アーメン！ 

 

 

ありがとうございます。I love you! God bless you! 

この、長旅のためにお祈りください。これからイスラエルに帰ります。 

その後、春の美しいイスラエルで、 数々のツアーを引率します。 

来週まで、God bless you! フィリピンのマニラより、シャローム！ さようなら。 

 

 

メッセージ by Amir Tsarfati/Behold Israel ：http://beholdisrael.org/ 
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